住まいとまちづくり活動助成要領

とやま住まいとまちづくり推進懇話会

（趣旨）

第１　この要領は、とやま住まいとまちづくり推進懇話会（以下懇話会という。）の規約第3条第4号に基づき、住宅・住環境に対する県民の意識を高めるための諸活動や、自然災害に備え、かつ地球環境に優しい住宅の普及や少子高齢社会に配慮した豊かでゆとりある住生活の実現及び安全で美しいまちなみ創出の推進に寄与する諸団体の活動を支援する基準を定めるものとする。

（助成対象）

第２　助成対象団体は懇話会の正会員の団体及び公益的活動を目的とした団体とする。

（助成対象活動）

第３　次の活動事業に対して助成できるものとする。

（１）ゆとりある住生活・安全で美しいまちなみ創出に関する普及・啓発事業で広く県民の参加又は県民に対して便益を供する事業。（団体内部の研修等は対象としない。）

（２）住まいづくり、まちづくりの技術・技能に関する普及・啓発事業で懇話会会員の諸団体に広く開かれ、かつその事業による効果が富山の建築技術や技能の水準向上に役立つもの。

（３）富山の自然環境・社会経済環境・歴史文化環境における住宅やまちづくりに関する調査研究・記録保存及びそれらの普及。

　　 （４）和の住まい、和の暮らしの推進に寄与する事業で、和の住まいや日本の住文化のよさ
の再認識、伝統技能の継承・育成、伝統産業の振興・活性化が期待できる事業
２　助成できる活動事業は原則として単年度とする。

（助成対象費用）

第４　活動事業費の１／2以内かつ25万円以内とし、予算の範囲内で助成する。なお、助成対象費用には懇話会以外の補助金・助成金等を除く。

（手続き）

第５　募集期間内に助成申請書（様式１）を提出し、懇話会の役員会の審査により助成が決定されれば、事業終了後に事業完了報告書（様式２）を事務局に提出し、助成額を確定する。

（募集時期等）

第６　毎年度４月から５月末までを第一次募集期間とし、第一次募集で応募がなかった場合あるいは予算的に余裕がある場合は、さらに８月末までを第二次募集期間とする。第一次募集については６月に助成決定を行い、第二次募集については９月に助成決定を行う。
２　助成事業は３月15日までに事業完了報告を行わなければならない。

（懇話会の支援の表示）

第７　助成決定を受けた事業活動を行う場合は、懇話会の助成を受けたものである旨を明示するものとする。

（附則）

１　この要領は平成23年度から実施する。

２　第６の規定にかかわらず、平成23年度は８月に募集し、９月に助成を決定する。
３　この要領は平成27年４月１日から実施する。

　　
年　　月　　日

住まいとまちづくり活動助成申請書

とやま住まいとまちづくり推進懇話会

会長　中野　健司　殿
申請者　　　　　　　　　　㊞
住まいとまちづくり活動助成を受けたいので下記の通り申し込みます。

1． 活動団体の名称

　　　　　　　　　　　　　　　設立　　年　　月　　日
事務所の所在地　　　　　住所
　　　　　　　　　　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

2． 代表者

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　　　　　　　　　　　　　　　　      TEL  　            F AX              .

3． 連絡責任者

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　         　     .
    E-Mail           　　　　 　     TEL  　            F AX              .

4． 事業名称
　　　　　　　　　　　　　　　.

5． 事業概要
・　　　　　　　　　　　　

6． 事業参加者（予定）
　　　　主催団体会員　　　名　　　非会員　　　名　　　合計　　　名


7． 事業費
今年度　　　　円　　　

8． 助成希望額

　　　今年度　　　　円　（・単年・継続）（継続の場合　　　年　継続の　　　年目）

9． 団体の活動目標（将来計画）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
１０．今回申請する具体的内容

　（1）事業の目的・実施内容（事業の内容を解りやすく、理解しやすいように詳細に記述して下さい。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（2）事業実施のスケジュール（今年度の事業開始から完了報告までの期間中の範囲で主要な事業について順を追って記述して下さい。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（3）事業を実施した結果得られる成果と効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（4）他からの助成金の有無について（有の場合予算書の収入の部、その他の資金欄に記入して下さい。）

　　　・有（助成事業団体名及び金額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・無

１１．その他添付書類

　（1）事業の企画書、リーフレット、チラシ
（2）収支予算書
　（3）事業実施組織図（ある場合は添付して下さい。）

　（4）団体の規約・定款等があれば添付して下さい。

   (5)  その他（助成者が必要とする書類）
収　支　予　算　書（様式任意）
１．収入の部

	収入科目
	予算額
	積算内訳

	Ａ　住まいとまちづくり活動
　　助成金
	　　　　　　円
	記入不要

	Ｂ　自己資金
	　　　　　　円
	団体負担額　　　　　　　　　　　　　　　万円

参加費：会　員　　名×　　　　円＝　　　　円
　　　　非会員　　名×　　　　円＝　　　　円
協賛金　○○　から　　　　　　　　　　　円

	Ａ＋Ｂ　（助成対象計）
	　　　　　　円
	

	Ｃ　その他の他団体からの

　　助成金等
	　　　　　　円
	（例）　　　　団体からの助成金　　　　円

　　　　　　　団体からの助成金　　　　円

　　　　団体からの助成金　　　　円

	Ａ+Ｂ+Ｃ（全体事業費）
　　　　合　　計
	　　　　　　円
	


※1.自己資金・その他の助成金等について内訳欄に具体的に収入項目・助成先・金額を記入して下さい。

※2.とやま住まいとまちづくり推進懇話会の助成決定額をＡ欄の助成金として下さい。
２．支出の部

	支出科目
	予算額
	積算内訳

	Ａ+Ｂ（助成対象項目）

（例示）

　会議費

　資料作成費

　会場費

　印刷費

　講師謝礼

　通信費

　消耗品費
	　　

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円　

　　　　　　円
	　　　回×　　　月／日

調査員　　　人×　　　円／人

会場使用料

　　　部×　　　円／部

　　　名×　　　円　（交通費共）

電話代

文具代

	Ａ+Ｂ　助成対象計
	　　　　　　円
	

	Ｃ（助成対象外項目）

（例示）

　役務費

　旅費

　その他
	　　　　　　円
	必要に応じて記入して下さい。

	Ｃ　助成対象外計
	　　　　　　円
	

	Ａ+Ｂ+Ｃ

事業全体　合計
	　　　　　　円
	


※1.助成対象外の事業が無い場合はＣ欄の項目は記入不要です。
※2.助成対象項目は例示を参考に事業内容から判断して最も適していると思われる項目で作成して下さい。
※3.内訳欄は支出予算額ごとに想定される積算内訳を記入して下さい。

※4.建設工事費に係わる費用は対象外です。
※5.Ａ＋Ｂの助成対象計の金額は収入の部、支出の部共同額として下さい。
住まいとまちづくり活動助成事業完了報告書

とやま住まいとまちづくり推進懇話会

会長　中野　健司  殿
申請者　　　　　　　　　　㊞
住まいとまちづくり活動助成事業を終了しましたので、完了報告書を提出します。

１．　事業名称

・　　　　　　　　　　　　　　　.

２．事業実施結果概要
・　　　　　　　　　　　　

３．事業参加者等の実績

　　　　主催団体会員　　　名　　　非会員　　　名　　　合計　　　名

４．決算額

　　　　　　　　　　　円

５．助成希望額

　　　　　　　　　　　円

６．添付書類

　（1）事業報告書、リーフレット、チラシ等
　（2）収支決算書
　（3）実施状況のわかる写真
　（4）その他参考となるもの

７．請求書

-以上-
収　支　決　算　書（様式任意）
１．収入の部

	収入科目
	予算額
	積算内訳

	Ａ　住まいとまちづくり活動
　　助成金
	　　　　　　円
	記入不要

	Ｂ　自己資金
	　　　　　　円
	団体負担額　　　　　　　　　　　　　　　万円

参加費：会　員　　名×　　　　円＝　　　　円
　　　　非会員　　名×　　　　円＝　　　　円
協賛金　○○　から　　　　　　　　　　　円

	Ａ＋Ｂ　（助成対象計）
	　　　　　　円
	

	Ｃ　その他の他団体からの

　　助成金等
	　　　　　　円
	（例）　　　　団体からの助成金　　　　円

　　　　　　　団体からの助成金　　　　円

　　　　団体からの助成金　　　　円

	Ａ+Ｂ+Ｃ（全体事業費）

　　　　合　　計
	　　　　　　円
	


※1.自己資金・その他の助成金等について内訳欄に具体的に収入項目・助成先・金額を記入して下さい。

※2.とやま住まいとまちづくり推進懇話会の助成決定額をＡ欄の助成金として下さい。
２．支出の部

	支出科目
	予算額
	積算内訳

	Ａ+Ｂ（助成対象項目）

（例示）

　会議費

　資料作成費

　会場費

　印刷費

　講師謝礼

　通信費

　消耗品費
	　　

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円　

　　　　　　円
	　　　回×　　　月／日

調査員　　　人×　　　円／人

会場使用料

　　　部×　　　円／部

　　　名×　　　円　（交通費共）

電話代

文具代

	Ａ+Ｂ　助成対象計
	　　　　　　円
	

	Ｃ（助成対象外項目）

（例示）

　役務費

　旅費

　その他
	　　　　　　円
	必要に応じて記入して下さい。

	Ｃ　助成対象外計
	　　　　　　円
	

	Ａ+Ｂ+Ｃ

事業全体　合計
	　　　　　　円
	


※1.助成対象外の事業が無い場合はＣ欄の項目は記入不要です。

※2.助成対象項目は例示を参考に事業内容から判断して最も適していると思われる項目で作成して下さい。

※3.内訳欄は支出予算額ごとに想定される積算内訳を記入して下さい。

※4.建設工事費に係わる費用は対象外です。※5.Ａ＋Ｂの助成対象計の金額は収入の部、支出の部共同額として下さい。

請　求　書
　　年　　月　　日
とやま住まいとまちづくり推進懇話会

会長　中野　健司　殿

請求者　


住所


名称


代表者名    　　　　　　　　　 印
	請 求 金 額
	円也


　　年度とやま住まいとまちづくり活動助成金を請求します。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＜振込先＞
	取引銀行
	

	支店名
	

	預金種別
	・普通　　　　・当座

	口座番号
	

	口座名義（カナ）
	

	口座名義（漢字）
	


＊　郵貯銀行の場合は、１３桁の口座番号を記入して下さい。

＊（カナ）には（漢字）の単なるフリガナではなく、通帳に記載してあるカナ文字のみを記入して下さい。
様式１





作成例様式例





様式２





作成例様式例








